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研究成果の概要（和文）：研究期間中、シリア情勢は全く改善せず、本研究の主眼であるシリア、テル・タバンの発掘
調査は実施できなかった。そのため、関連研究として同じ北メソポタミアに属すトルコ東南部とイラク北東部の遺跡踏
査を実施した。トルコ東南部ではアッシリア帝国時代の遺跡並びに交通網の調査を行い、テル・タバンを取り巻く地政
学的環境を明らかにした。さらに表採遺物から物質文化の類似性を確認し、今後のテル・タバン出土遺物の研究を行う
うえで貴重なデータを得ることができた。イラク北東部クルド自治区のスレイマニア県とエルビル県を訪問し、紀元前
２・１千年紀の計10カ所の遺跡を視察し、大形拠点遺跡アウェナを発掘調査遺跡として選定した。

研究成果の概要（英文）： During the research period, we were not able to carry out the excavations at Tell
 Taban which was the main purpose of this research for civil war in Syria. Therefore, we carried out gener
al survey at southeast Turkey and  northeast Iraq both of which belong to the north Mesopotamia as a relat
ed study of this research. As for southeast Turkey, we invesigated archaeological sites and transportation
 network of the Assyrian empire and clarified the geopolitical environment that surrounded Tell Taban. Mor
eover, since we confirmed similarity of the material culture from the surface collections at Assyrian site
s, we were able to obtain valuable data in studying objects from Tell Taban in the future.
 We visited Sulaymania and Elbil prefectures of the Kurd autonomous district in northeastern Iraq for carr
y out archaeological survey. We surveied 10 sites which belong to 2nd-1st millennium B.C. and  chose one o
f the large base sites i.e. "Tell Awena"as a excavation site in the future.  
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１．研究開始当初の背景 
人類最古の都市文明が栄えた古代メソポ

タミア世界の研究は、19 世紀以来、ティグリ

ス・ユーフラテス両河の流域に位置する諸遺

跡の調査を中心に進展してきた。メソポタミ

ア北西部を流れユーフラテス川に合流する

ハブール川の流域は、北東メソポタミア（テ

ィグリス川流域）とユーフラテス川中流域を

結ぶ回廊として歴史的に重要な役割を果た

したにもかかわらず、メソポタミア文明地域

の周辺と見なされ、当初大きな注目を集めな

かった。 

 1997 年、国士舘大学発掘調査隊は、当該地

域における最大規模の遺跡であるテル・タバ

ンの発掘調査を開始し 71 点の中期アッシリ

ア時代楔形文字文書（土製円筒碑文、焼成レ

ンガ碑文など）が出土し、テル・タバンが古

代の同流域の拠点タベトゥ市であることが

明らかになった。その後、2005～10 年の発掘

調査により、さらに前 18 世紀にさかのぼる

連続した層序が確認されたうえ、さらに約

430 点の様々な楔形文字文書が出土した。こ

れらの文書の研究により、前 2千年紀の異な

る時期におけるタベトゥ市をめぐる歴史と

文化が明らかになってきた。テル・タバン発

掘調査は、前 2千年紀のハブール川流域を中

心とする北西メソポタミアの歴史と文化の

解明のために決定的重要性を持つ考古学

的・文献学的データをもたらしてきた。本研

究は、3 年間の研究期間中、同遺跡の調査と

研究を継続して更なる新資料の発見と当該

地域の歴史考古学的諸相の体系的把握を目

指すものである。 
 
２．研究の目的 
1997 年から 2010 年までシリア北東部ハブ

ール川中流域のテル・タバン遺跡において行

われてきた国士舘大学の発掘調査は、前 3千

年紀末から前 1千年紀半ばまでの連続した層

序を確認し、約 500点におよぶ楔形文字文書

を発見して国際的な注目を集めてきた。本研

究は、当該地域の標準遺跡として古代メソポ

タミア北西部の歴史と文化の解明に決定的

情報をもたらす同遺跡の調査をより体系的

に進め、文字資料を含むさらなる考古資料を

発見して、ダム建設による水没地域に位置し

損失の危機にさらされる最重要の文化遺産

を速やかに救済・記録するものである。さら

に、考古資料と文書資料を相互補完的に用い

て、特に前 2千年紀初頭から前 1千年紀半ば

にかけての文化編年を確立し、当該地域の歴

史考古学的諸相を明らかにすることを目的

とする。 
 
３．研究の方法 
当初は、本研究の主眼であるシリアのテ

ル・タバン遺跡の発掘調査と楔形文字資料の

研究調査を実施する予定であった。しかし、

2011年3月から始まったシリア国内の政情不

安は、全く好転する気配がなく、研究期間中

の本研究の中核であるテル・タバン遺跡の発

掘調査の実施は不可能であった。したがって、

研究期間中の現地調査は、関連研究として同

遺跡と同一文化圏に属すトルコ東南部とイ

ラク北東部に移し、同地域内にある遺跡の踏

査を実施した。テル・タバンのあるシリア北

東部と両地域は同じ北メソポタミアに属し、

これらの地域では先史時代から近代に至る

まで同一文化が存続し、本研究課題遂行の主

眼とするアッシリア帝国時代（前 2 千年～1

千年紀）の遺跡も多数認められ、同時代の拠

点都市テル・タバンとの歴史・文化的関連の

究明や蓄積した研究成果をより深化させる

うえで格好の地域である。特にテル・タバン

と関連性が高い前 2千年紀初頭から前 1千年

紀の歴史時代の生活層を包含する遺跡群の

踏査を実施した。 
 
４．研究成果 

(1)トルコ東南部の遺跡調査。 

テル・タバンの北部に隣接するトルコ南東部

の遺跡を調査することとした。調査の目的は、



古代のタバトゥム/タベトゥ（テル・タバン遺

跡）を取り巻く地政学的環境を明らかにする

ことである。より具体的には、（１）テル・

タバンの北に広がるいわゆるハブール（メソ

ポタミア）平原をのぞむトゥル・アブディン

の山岳地帯とチグリス上流域の考古学的環

境とテル・タバン周辺の物質文化の近似性と

相違を考察すること、ならびに（２）前 2千

年紀半ばからアッシリア王国の広域支配の

一部にあったテル・タバンの地政学的環境を

正しく把握すべく、ハブール川の北を東西に

走るアッシリアの行軍・交易ルートのシステ

ムを理解することである。 

 以上のような目的のため、2012 年 9 月と

2013 年 3 月に合計 20 日程度、遺跡並びに交

通網の調査を行った。ルートは以下の通り： 

第 1 回調査（2012 年 9 月）：アダナ－カラ

テペ－ジンシルリ－ガジアンテップ－マラ

シュ－マラトヤ－デレンデ－ギュルン－キ

ュルテペ－カイセリ－ネベシェヒル－シリ

シアンゲイト－タルス－アダナ。 

 第 2 回調査（2013 年 3 月）：ディヤルバク

ル－ マルディン－ オルタキョイ－ ダラー

－ヌササイビンーギルナバス – ミディヤッ

ト– デリチ – サウル－ジヤラトテペ－ディ

クテペ－ケナンテペ－ギリジャーノ – ギル

ディムス－サラットテペ－ハッサンケーフ

ヒユク – ウチテペ －エスキディヤヤルバ

クル－エルガミ －エルガミマディン－ディ

ヤルバクル  

2013 年 5 月、2014 年 3月には計 20 日程同

地域内のハブール上流域、バリフ川上流域に

所在する下記の遺跡踏査を度実施した。ハブ

ール上流域（マルディン県：キジルテペ、オ

ルタキョイ、ディクメン、カタルヒユク、ビ

ュクテペ等）。バリフ川上流域（ウルファ県：

ギョベクリテペ、スルタンテペ、ハガネヒユ

ク、ハラン等）。チグリス川上流域（ディヤ

ルバクル県：ピルフセイン。シズレ県）。 

上記地域内の遺跡並びに交通網の調査を

行い、アッシリア帝国時代（前 2 千年～1 千

年紀）の遺跡を多数確認し、テル・タバンを

取り巻く地政治学的環境を明らかにした。さ

らに表採遺物から物質文化の類似生を確認

し、今後のテル・タバン出土遺物の研究を行

ううえで貴重なデータを得ることができた。

これらの調査を通してテル・タバン周辺（ハ

ブル流域）とトゥル・アブディン南部の山麓

地域の物質文化の際立った近似性、ならびに

前者とティグリス川上流地域との物質文化

上の距離感が確認されると同時に、アッシリ

アの西方拡大のロジスティックスについて

の地理的・環境的理解を深めることができ、

今後のテル・タバン出土遺物の研究に向けて

有用なデータが蓄積された。 

(2)イラク北東部、クルディスタンの遺跡調

査。 

2013 年 11 月初旬から二週間、研究代表者と

分担者2名がイラク北東部クルド自治区のス

レイマニア県とエルビル県を訪問し、遺跡と

調査状況を視察した。 

 クルディスタンは、ザグロス山麓からメソ

ポタミア平原へつながる要衝地として繁栄

し、先史時代から歴史時代にかけての多くの

重要拠点遺跡が存在する。しかし、大半の重

要遺跡は未調査のため、現地考古局関係者は

外国隊による早急な発掘調査を積極的に要

請している。現地の治安も安定しており、近

年、欧米隊の発掘調査が年を追うごとに急増

している。 

 我々は本研究の主眼とする紀元前２・１千

年紀に焦点を当てて計 10 カ所の遺跡（スレ

イマニア県：ヤシン・テペ、バクルアワ、シ

ャムシャラ、バスムシアン、エルビル県：バ

ーシテペ、ソルバシュ、プシャルグル、カス

ルシマムーク、アウェナ、サトカラ）を視察

し、さらに考古局長、大学考古学部長らと将

来の発掘計画に関する打ち合わせを行った。

視察遺跡の中でスレイマニア県ではシャフ

リゾル盆地最大の遺跡ヤシン・テペと、エル



ビル県では南西部のアッシリア帝国の拠点

大形遺跡アウェナを発掘調査候補遺跡とし

て現地考古庁に申請した。 

(3)（国内での研究）国内に保管しているテ

ル・タバンの調査で出土した古バビロニア時

代～新アッシリア時代の約 3000 点の土器片

の実測図化、観察、トレース、写真撮影、デ

ータベース化を行った。2005～10 年度の調査

で出土した楔形文字資料については、研究分

担者の山田と柴田が、写真とコピーを元に大

学院生の補助者とともに記録と解読にあた

った。 

(4)（調査・研究成果の報告）テル・タバ

ン出土古バビロニア文書と中期アッシリア

文書の解読と編纂、テル・タバン文書に基づ

いた古バビロニア時代（前 18 世紀）、中期ア

ッシリア時代（前 13～11 世紀）の北メソポ

タミアの歴史と社会に関する研究、その成果

となる学術論文を作成中である。2005～10 年

度の発掘調査報告書の刊行に向けての準備

（図面、原稿、版下作成等）を行った。 
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